
 

 

 
 
 

第３学年を対象に，平成３１年 4 月１８日（木）に実施された全国学力・学習状況調査（国語，数学，英語，生徒質問紙）

をお知らせします。また，この調査結果をもとに本校教育の成果と課題を分析し，今後の改善・充実のための取組をお知

らせいたします。本年度は第１・2 学年を対象に，6 月１８日(火)に実施された福岡県学力調査の結果は後日お知らせしま

す。 

 

 

 

【 調査の目的 】 
◇ 全国学力・学習状況調査 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し，

教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，学校における生徒への教育指導の充実や学習状況の改

善等に役立てる。さらに，そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

【 調査の内容 】 
 実施学年 調査内容・問題の類型 

全国学力・ 
学習状況調査 第３学年 

国語 「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」に基づい

て，全体を視野に入れながら，中心的に取り上げるものを精

選した問題 
数学 基礎的・基本的な知識及び技能や，その知識及び技能が，

問題解決をしていく過程でどのように用いられているかに

ついて明確にした出題 
英語 「聞くこと」，「話すこと」，「読むこと」，「書くこと」に基づ

いて，言語材料や言語活動がバランスよく出題 
生徒質問紙 学校や家庭での生活の様子や国語・数学の興味関心等を選択

式で問うアンケート。 
 

以上の目的と内容を踏まえ，本校では学力状況調査問題を次のようにとらえています。 

 

調査の結果は，生徒が身につけるべき全ての学力を示すものではなく，単に，正答率に注視することで終わるの

ではなく，現状の分析と今後の取組，例えば課題を解消するための授業指導技術の向上の大切な資料として活用し

ます。また，学校だけの成果や課題で完結するのではなく，コミュニティ・スクールの強みを生かし，学校・家庭・地域

の三者が協働して子ども達の学力向上に取り組んでいきます。 

 
 
 
 

国語，数学につては，全国平均とほぼ同じでした。 英語については，全国平均より下回っていました。 
 
 
 
 

 １ 全国学力・学習状況調査とは 

２ 本校の平均正答率 
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（１）全体として 
今年度の全国学力調査では，新学習指導要領の考え方から，従来の国語・数学は「主として『知識』に関する問題」 

Ａ問題と「主として『活用』に関する問題」Ｂ問題を一体的に問う問題に変更され，新たに「英語」が導入されました。 
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〈成果〉 

○文章の構成や展開，表現の仕方について，根拠を明確にして自分の考えをもつ問題の文章中から必要

な情報を読み取る問題は，県・全国平均を上回っていた。 

○相手に分かりやすく伝わる表現について理解する問題はおおむねできていた。 

〈課題〉 

●封筒の書き方を理解し，文字の大きさや配列などに注意して書くことに課題がある。 

●話合いの話題や方向を捉えることはできているが，それを踏まえて自分の考えをもつことに課題がある。 
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・各学年における記述に関する指導を意図的・計画的に行うとともに，小学校での学習を踏まえ，自分の考 

えの根拠として用いる情報が適切かどうかを検討したり，自分の考えとの関係が分かるように記述したり 

するように指導していきます。 

・各学年における話し合うことに関する指導を意図的・計画的に行うとともに，話すことに関する指導事項及 

び聞くことに関する指導事項との密接な関係を図って指導していきます。 

○文章中から必要な情報を読み取る力については，昨年度から行っている朝読書や週末課題（コラムの書 

き写し）の取組による成果と考えています。２学期からはさらに，通常の新聞の記事等の書き写しも取り組 

んでいきます。 授業においては，条件に沿って書く活動を今まで以上に取り入れていきます。さらに， 

理解を深めるために，過去の全国調査の問題や公立入試の問題を活用して，考える道筋や資料活用の 

取組を多く行います。特に，資料を活用する問題は，説明する力が求められており，すべての教科に共 

通する課題のため，取組を強化していきます。 
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〈成果〉 

○簡単な連立二元一次方程式を解く問題について,改善の傾向が見られた。 

○結論が成り立つための前提を考え,新たな事柄を見いだし,説明する問題や問題解決をするためにどの

ような代表値を用いるべきかを判断することを試す問題に関して，県・全国平均を上回っていた。 

○簡単な場合について，確率を求めることができる問題の正答率は県・全国平均を大きく上回っていた。 

〈課題〉 

●証明の根拠として用いられている三角形の合同条件を理解していない。 

●資料を整理した表から最頻値を読み取ることができる。 

●事柄が成り立つ理由を説明することに課題がある。 
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・数と式については，目的に応じて式を変形したり，その意味を読み取ったりして，事柄が成り立つ理由を

説明する活動の充実させていく。 

・図形の指導においては，結論が成り立つための前提を考え，新たな事柄を見いだし，説明する活動の充

実を図る。具体的には，ある結論が成り立つ事柄について前提を変えたときに，同じ結論が成り立つか

どうかを検討する場面を設定していく。 

・資料の活用については，データの分布の傾向を読み取り，判断することを通して，統計的に問題解決す

る活動の充実を図っていく。 

○ 学習の流れを大切に，めあて，まとめを意識させます。特に，毎回の授業で「見通し」を持たせるように

し，問題の理解や計算の意味について深めていけるようにします。 

○ 関心や意欲を引き出すために，生活と結び付けた課題を取り上げた問題や生徒が主体的に「取り組も

う」という必然性を持たせる授業に改善していきます。 

 

 

３ 分析と改善策 
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〈成果〉 

○日常的な話題について，簡単な文で書かれたものの内容を，正確に読み取る問題は，県・全国平均を

上回っていた。 

○話されたり書かれたりしている内容を聞き取ったり,読み取ったりすることは,おおむねできていた。 

〈課題〉 

●目的・場面・状況に応じて，話し手や書き手の伝えたいことは何かを理解するなど，概要や要点を捉える

ことに課題がある。 

●基本的な語や文法事項等の知識を活用することに課題があり，与えられたテーマについてまとまりのあ

る文章を書くときにおいても，相手に伝わる英語で表現することができていないと考えられる。 
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・一文一文を聞き取る・読み取るだけでなく，目的・場面・状況等に応じて聞く・読む言語活動を充実させて

いきます。 

・文法事項等を言語活動の中で理解し定着させていきます。（和文に対応した穴埋めや語順整序だけでは 

なく）。 

・即興のやり取りをはじめとして，話すこと・書くことの言語活動を充実させます。 

○普段の授業で，スピーチやプレゼンテーションなど，まとまった内容を英語で発表するような言語活動を 

多く取り入れていきます。また，生徒の関心があるような話題を多く取り扱っていきます。 

○授業の中で，生徒同士のコミュニケーションの場面を多く取り上げていきます。 

 
 
 
 
４ 生徒質問紙（アンケート）から 

 

 

 

 

 

１ わかる授業をめざした取組 

今年度も昨年度に引き続き，中学校３年をゴール像として，９年間の学びで学力を身につけさせるために２つの小学

校と連携し，共通の評価項目や授業像（授業の流れ）を決めて学習を行っています。  

本年度は，授業の中で基礎学力の定着をはかるとともに言語活動を充実させながら，学び合い・振り返りを大切にし

た授業を行っていきます。具体的には，反復的なドリルや確認テストを実施したり，教え合いや習熟度別学習を行いな

がら知識や技能の確実な定着をはかります。二人組で行う「ペアスタ５０」・「ペアスタ２５」の取り組みで，「学び合い活動」

を行うことで言語活動の充実させながら，思考力・判断力を伸ばしていきます。また，全国学力調査の過去問題や県立

高校の入試問題などから，授業を構想し活用力を身につけるための授業づくりをおこなっていきます。さらに，毎年行っ

ている生徒による「授業アンケート」の結果を分析し，学年・教科で共有しながら，授業改善を進めていきます。 

 

２ 家庭学習の習慣化と充実 

生徒質問紙の結果をみると，昨年度に引き続き，家庭学習の習慣化が大きな課題と考えます。現在行っている自学 

ノートの取組や各教科における宿題，週末課題も含めて改善を行っていきます。この取組に関しては PTA や小学校 

とも連携を図っていきたいと考えています。 

 

３ 地域との協力 

地域では，中学生のボランティア活動の場が増え，中学生の力が地域づくりに役立つと捉えられています。地域連携

コーディネーターのリーダーシップの下，学校運営協議会を中心に，地域と連携した取組をこれからも提案していきま

す。また，全校で行っている補充学習には，地域の方に加え，高校生も参加していただいています。この補充学習のさ

らなる充実と時間外学習の在り方をこれから検討していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

５ 今後の取組について 


